
論 文 内 容 の 要 旨

論文題 目
､■
映画文化 の創造と公共上映 の 発展

一 戦後の社会教育にお ける映画認識と普及活動 の変化 -

氏 名 蘇 智 恩

日本にお ける映画産業は 1 9 5 8 年の 全盛期を迎えた後 ､
p テ レ ビの普及 により

､ 次第に斜陵化 し

て きた
o
こう した過程 で ､ 映画企業が､ 受益性の確保にお ける採算性と

J

関連 し
､
地方における映

画館 の 閉館とテ レ ビ で は提供できな い娯楽物の生産に取り組み
､
1 9 8 0 年代 ､

ミ ニ シ ア タ
ー ブ ー

ム が あるまで 映画鑑賞の社会的条件の 低下は継続 してきた o
こうした状況 臥 良質の 映画? 鑑寛

に対する要求を持 つ 観客層には ､
市場条件の 藩化と なり ､ 見た い映画を見る環境を直接創造する

と いう映画を媒介に した観客の社会参加 を促 し､ 映画市民活動という凍れ を形成 してきた｡ なお ､

観客の社会参加は ､ 戦後の 人々 の 自由な活動に社会的接点を持たせ る多様な社会的深慮及び価値

と連結され ､ ｢ 文化運動｣ ｢ 地域文化の振興お よび再生｣ ｢ 生涯学習｣ とい う別 の社会的価値の具

現化にも寄与 してきた｡

そ の ため ､ 戦後の非劇場上映の 歴史を罷識するとき､ 次の ような解明される べ き課題が存する｡

すなわち､ 映画市民活動の背景には ､ 映画企業や公共機関の ような普及主体とは異なる映画文化

あるい は映画メデ ィア に対する常識が あっ たと いう点で ある｡ こう した観点は ､ 戦後の多様な社

会教育施設にお ける公共上 映の 実態から読み取れる映画文化及び メディ ア - の認識を解明する

手掛か りにも繋がる D
なお

､
普及主体閤におけ る映画認識の差異は ､

普及者の立場から設 定され

た商品や伝達媒体と して の性格を超え ､ 観客の 立場から映画鑑賞を意義付けうる側 面 ､ すなわち､
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｢ 良い 経験 を共有す る｣ ｢ 人 々 に見せた い｣ ｢ 話 し合 い たい｣ とい う文化的要求 ･ 社会的意志を育

む ｢ 空間｣ ｢ 集団過 軌 の体験に対する配慮の差異にも関係する
｡
その た め ､ 映画普及主体の映

画認識の差異と映画 に期待される社会的必要性における変化 臥 映画文化 の生成と普及形態に影

響を及 ぼすと いう ことが できる
｡

本研究で 臥 こ うした普及 主体間における映画認識の差異を ､
公共機関 ( 主に社会教育施設)

と映画市民活動(広義の社会教育実践と言い得 る領域) が展 開する公共上映の普及実態を比較す

る観点から明らか に した ｡ そ して ､ 映画市民活動が創り出した鑑賞お よび普及 の 社会的形態が
､

非劇場上 映の 主体と して の 公共機関､ あるい は映画企業との 関係から持 つ 特徴と意義を提起 した
｡

こう した本研究の 映画 - の接近 は､ 映画 の教育的活用や映画 という ソ フ トと のか かわりが直接

人間形成に及 ぼす過程を哲学的 ･ 原理的に解明する従来の 先行研究とは異なり ､ 映画が持つ社会

教育的意義を ､ 映画普及 主体の メディア や文化認識に立脚 した普及形態か ら解明 して い る点が特

徴 で あるo 本論文は歴 史的経過の要点を文献研 究とヒ ア リ ン グお よび質問紙調査の 結果により章

別 に整理 し､ そ の 後 ､ 公共上映の発 展における映画市民活動が持 つ 位置づ けと意義を提起した｡

序章では ､ 先行研究に基づき
､ 映画の普及 をめ ぐる社会的条件の構造

､
劇場上映の矛盾 と公共

上映の 意義､ ヨ
ー

ロ ッ パ と比 して 公共上映の制度的整備が遅れ て い る日本の課題 を提起 し､ 映画

市民活動に注 目す る本研究の 課題 を提起した ｡

第 1 牽 では ､
ア メ･リ カ占領期と 1 9 5 0 年代ま で の劇場上 映の 全盛期にお ける非劇場上映の社会

的条件を考察 した ｡

ア メリカ 占領期 には ､ 社会教育施設で教育と啓蒙の 目的で C I E 映画会の 画
一

的普及が ､ 講和

以 後は ､
公民館を中心 と して 住民や埠域の 課題 に密着 したテ

ー

マ と話 し合い を持 つ 共同鑑賞の実

践が広が っ た
｡ 教材的手段と して の活用が映画の 認識 の前提とされ

､ 普及実態を生み出す過程で ､

視聴覚教育行政の整備 ､ 教育映画 の上 映哲学の形成 ､ 視聴覚ライブ ラリ ー の公設化な ど､ 今日ま

で制度と して の 公共上映の 土台にな っ て い る社会的条件が形成された o 映画市民活動で は､ 大衆

運動を通 して独立プ ロ 支援が行なわれたが ､ 社会的空 間性を持つ 文化的共 同の構築は組織的に展.

開され て い なか っ た ｡ 全体的には ､ 特定の趣旨に基づ い た普及者中心 の展開と観客の 受動的対応

とい う典型性 を示 してお り ､ 公共上映の社会的条件の形成には公共機関が主導的であ っ た｡

第 2 牽で は ､ 1 9 6 0 年代 ･ 7 0 年代の 映画産業の加速度的な斜陽期にお ける映画市民活動による非

劇場上映の 前進過程を考察 した o

社会教育施設で は ､ テ レ ビ の普及 により公民館の教育映画会が減少 し､ 図書館にお ける文化的

サ ー ビ ス と して の 映画上映会が拡大し始めた. しか し､ 第1 期の公民館の教育的活用に見られた

ような社会的空間を持たず ､ 図書館の 醍像資料を公開す る映写会の性格が強か っ た o

これ に対して映画市民活動は ､ 鑑賞の質の改善､ 良い 映画 の普及 とい う目的で ､

.
映画 がもつ 社

会的空間性 が映画サ
ー

ク ル を通 して 生かされ る主体的な文化の享受歯を作り出 した o
さらに

､
映

画サ
ー

クル 協議会お よびその 全国組織が主催する映画大学や地域の普及組織と して の 映画セ ン

タ
ー

を創造 し､ 今 日まで 地域の 映画文化 に貢献するようにな っ て い る0

こ の 時期は ､ 全体的に映画 を支える普及 主体間にお ける映画認識と普及 形態の差異が最も顕著

2



に現れ て い た o 映画企業にお ける極度の商業主義化と公共機関にお ける資料および伝達媒体と し

て の 消極的活用の 中で ､ 芸術文化 と して の映画の主体的享受と普及 に由り組んだ映画市民活動に

より
､
公共上 映と して の非劇場上映の 内実化とその 条件の拡大が達成され た｡

第 3 章 では ､ ミ ニ シ アタ ー により映画鑑賞条件が回復 し始める 1 9 8 0 年代を考察 したD 映画 を

め ぐる普及主体間にお ける認識には映画の 芸術文化と して の性格が強くな っ て い る
｡
しか し

､ 大

都市では ､
ミ ニ シ ア タ

ー

ブ
ー ム により ､ 個性的･

･ 芸術的 ･ 文化的な価値が ある映画に対する鑑賞

要求が充足されて い るが
､ 地方では ､ 名画座の 閉館が続き ､ 多様な映画の 普及の受

_
け皿 が無くな

り ､ 鑑賞条件の差異がより深刻 になる
｡
こう して社会教育施簸では

､ 従来､ 図書館にお い て一般

的だ っ た古い名作を中心と した 1 6 ミ リ映画による商業映画 の普及 とは異なり､ 文化ホ -

! レが劇

場用 3 5 ミリ フ イ ル ム により､ 劇場興行との大きな時間的ギ ャ ッ プを もたずに商業映画を公開す

ると い う映画普及に新たに取り組み は じめた ｡ しか し
､
映画鑑賞がも つ 社会的空間性を生か した

文化的 ･ 社会的活用に至 らな い消極的普及 にな っ て い る点は第 2 期に連続 して い る｡

これ に対 して 映画市民活動では ､ 1 9 7 0 年代まで の少数者 の自主上 映グル ー

プや
､ 地域の 映画

鑑賞環境の 空洞化 に主体的に関与する映画市民達により ､ 自主上映館や文化空間と して の 映画館

作りが展 開された o 市民映画館とい う.別 称で 1 9 8 0 年代か ら設立 し始め ､ 多数の ボラ ンティ ア が

運営に参加 し､ 文化的共同体と して の新たなメディ ア空間を形成､ 学習 ･ 交流がある映画文化お

よび鑑賞環境の 改善に寄与 した実践がまだ少数であるが現れ ､ 1 9 9 0 年代の地域における映画文

化の 形成に影響を及 ぼすようにな る｡

そ の ため
､
1 9 8 0 年代は ､ 芸術文化と して の映画評誠 に立脚 した普及形態に より

､
鑑賞機会の

空間的 ･ 機会的拡大が実現され て おり
､･ まだ活性化には至 らない が ､ 映画市民活動で は

､ 地域課

題の 解決の よう に映画を媒介に した社会的結合を通 して の 組織的な社会参加の様態が見え始 め

て い た｡

第 4 章では
､
1 9 9 0 年代 に公共上 映の活性化を迎える社会的条件の形成過程と特徴を ､ 次の 二

つ の 事実との 関係 から明らかに した ｡

第
一

は ､ 非劇場上映 にお ける映画普及 主体の 映画帯織には ､ 映画祭の広 がりから理解出来るよ

うに豊かな芸術文化と して の享受の側面が より顕著にな
.
り ､ 普及 目的にお いて は

､
映画文化の 享

受の社会的活用 により ､ 異なる社会的価値の創造に取り組む と い う傾向が拡大された
D
そ の 直接

的な契機は ､ 国際文化交流推進協会 ( エ ー

ス ジ ャ パ ン) に より始ま っ た映画上映ネッ トワ ー ク会

議の 開催 であ り､ そ こ では ､ 地域における多様な公共上映の 主体が集まり ､
公共上 映の 理念を､

映画鑑賞だけで はない 多様 な社会的価値と融合する ことを模索 ･ 合意 してきた｡

第 二は ､ 国や自治体が映画の普及主体と して登場する こと により ､
.
映画の社会的活用の様態は ､

普及 関連の 政策形成と公的支援の もとで より活性化 した点で ある｡ また ､
上記の エ ー

ス ジャ パ ン

が主導 して全国の 公共上 映の 主体をネ ッ トワ ー

ク した非営利的な職能集団と し七の コ ミ ュ ニ テ

ィ シネ マ と して公 共上映を新た に規定 し ､ 多様な公的支援 の方法を シス テ ム化 した ｡

こう して 1 9 9 0 年代に入 り ､ 従来独 立 した普及主体と して実践して きた公共機関と映画市民活

動は ､ 映画文化の豊かな享受と社会的活用を通 して 文化的 ･ 社会的価値を創造するとい う公共 上
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映の 理念とその シ ス テム 的統合により包括され ､ 映画文化の創造と社会的条件の 拡大を生み出 し

た
｡

以上の考察を通 して ､ 公共上映の歴史的経過の核･L ､的特徴と映画市民活動の意義を次の ように

提起で きる｡

日本の 公共 上映は
､
映画文化の 豊かな享受に対する観客の要求と映画 に期待され る社会的必要

に基づき対応す る公的主体との 映画認識の差異 を示 しなが ら､ 展開され た
｡
しか し

､
メディ ア及

び芸術耳化 と しての 映画の 本来的特性と社会的活用の価値を同時に最大化 した公共上映の 理念

の 共有を通 して普及主体間にお ける映画認識の潜在的な葛藤 が融解 し､ 映画を支える社会的条件

の 拡大を達成 した ｡ そ の た め
､ 普及主体間にお ける映画認識の 共有と社会的条件の構築にお ける

協同は 公共 上映の活性化 にお ける最も主要な要因であると い えよう｡ なお ､ 映画文化の創造とそ

の社会的活用 の 可能性を多様な実践と普及形態の創造を通 して立 証 して きた映画市民活動は ､
公

共上映の 理念 を裏付ける生きた歴史という意味でそ の貢献度が大きい と意義付けうる｡
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